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年頭のご挨拶

明けましておめでとうございます。平成19年の年頭にあたり，謹んで新春のお慶びを申し上げま

すとともに一言ご挨拶を申し上げます。

「継続は力成り」と申しますが，私ども海生研では昭和50年の発足以来，中立的立場からの科学

的な調査研究を通じて，水産業界と電力業界の協調ある発展を基調とした「沿岸海域環境の維

持・保全」に努めて参りました。これまで社会的ニーズにも対応しつつ調査研究を続け，多くの成

果と知見を蓄積できたことは，ひとえに，皆様方のご支援とご協力の賜であり，この場をお借りしまして厚く御礼申し

上げます。

海生研の基盤である発電所の取放水影響に関する調査研究につきましては，近年，広く一般の方々の間でも環境影

響や環境保全に対する意識が益々高まり，影響予測・評価の対象も個別のものから複合的なもの，すなわち生物群集

や生態系への影響というように高度なものが要求されるようになりました。この高いハードルに向けて，新しい知見や

技術を取り入れ，より一層の高度化を図るとともに，これまでの成果と合わせて活用して頂けるよう努めていきたいと

考えております。

漁場環境や沿岸環境に対する有害化学物質影響に関しましては，最近では国際的な排出規制が進められておりま

すが，一部の化学物質は，自然界での分解速度が遅いため，いぜん海域に存在しております。このような有害化学物

質の蓄積状況を把握し，管理していくためには，当所がこれまで培ってきた海生生物の飼育技術，生物影響試験技術

が貢献できるものと考えております。

核燃料再処理施設が試験稼動した今日，これまで長きにわたり実施してきました海洋環境放射能モニタリングの重

要性が，ますます高まっております。今後も調査結果を蓄積し，解析を進めていくとともに，更に，その結果をよりわか

りやすく説明することにより，水産物の安全性に対する信頼確立に貢献できるよう努めていきたいと考えております。

この他にもクラゲや付着生物などの迷惑生物の問題があります。これらの多くは水産業界，電力業界に共通する課

題です。これら迷惑生物の防除については，なかなか決定的な対策は見つかっていませんが，これまで蓄積してきた

知見を活用し，さらに新しい発想を取り入れて調査研究を進めていきたいと考えております。

最後に，皆様方のご多幸とご発展をお祈りいたしますとともに，本年も，何卒，倍旧のご指導，ご鞭撻のほどをお願

い申し上げます。

理事長　森本　稔

中央研究所長　清野通康

新年あけましておめでとうございま

す。皆様には健やかな新年をお迎

えになられたこととお慶び申し上げ

ますとともに，皆様のますますのご多

幸とご健勝をお祈りいたします。

中央研究所では，昨年11月，かねてから懸案であっ

た第２実験棟の建替工事を無事完了することができま

した。ひとえに関係機関各位のご理解とご支援のたま

ものと厚く御礼申し上げます。

本年も引き続き，関係機関各位と連携をとり，信頼

性のあるわかりやすい情報を発信し，漁業と発電所と

沿岸環境の調和ある発展に貢献できるよう，職員一同，

力を尽くしたいと考えておりますので，一層のご指導・

ご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

実証試験場長　太田雅隆

新年あけましておめでとうございま

す。皆様方には，健やかな新年をお

迎えのこととお慶び申し上げます。

実証試験場は新潟県柏崎市に設

置されて本年で23年目を迎えます。

昨年は出力変動実験建屋の撤去，第１温海水ポンプ室

の改修，さらに初めての実証試験場の一般公開を実施

しました。

現在，温排水の海生生物群集に及ぼす影響や海域

生態系影響予測手法の検討，さらに微量化学物質の生

物影響にかかわる調査研究等に取り組んでおります。

新年にあたり，皆様方のご健康とご活躍をお祈りい

たしますとともに，本年も一層のご指導，ご鞭撻のほど

をお願い申し上げます。
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創立30周年記念シンポジウム研究報告

新アセスに対応した定量的予測手法の検討
はじめに

平成11年に環境影響評価法が施行され，自然環境アセスメントにおいては，「生態系」への影響評

価が求められるようになりました。また，できるだけ客観的な評価とするため，定量的な影響予測も

求められる傾向にあります。当研究所では，発電所立地による海域生態系への影響を予測・評価する

手法について検討を進めており，この成果の一部を創立30周年記念シンポジウムでご紹介しました。

モデル海域の概要

モデル海域として九州西岸にある小湾を選

びました。水深は湾口部で25～30ｍ，湾中央

部で15～20ｍ，湾奥部では0～10ｍ程度で，

湾奥の砂泥域にはアマモ場があり，岩礁域に

はアラメやホンダワラ類の岩礁性藻場がありま

す（第１図）。

仮想発電所

発電所立地の影響を検討するため，仮想の発

電所を考えてみました（第２図）。発電所の規模

としては，100万kW級の火力発電ユニット２基で，

放出される温排水は２基あわせて80ｍ３/secとし，

西側から取水して，北東方向へ表層から放水す

る方式としました。その他，貯炭場や灰捨て場の

ために仮想埋め立て地（20.5ha）や仮想防波堤

（400ｍ）を設置することにしました。

アラメの予測モデル

まずアラメに関する文献を収集し，環境要因

とアラメの適性との関係を整理して，第３図に

示したSI（適性指数）モデルを作成しました。こ

こでは仮想発電所のインパクト（埋め立て，防波

堤設置，温排水）を考慮し，アラメの着生基質，

月平均水温，水深のモデルを用いています。

着生基質，水温，水深はアラメの生息にとって

いずれも不可欠な要素であり，どの要素が欠け

てもアラメは生育できないと考えられます。した

がって，最終的には次式のHSI（生息場適性指

数）を求めて，予測することとしました。

アラメHSI＝（基質SI×水温SI×水深SI）1/3

第１図　モデル海域

第２図　想定した仮想発電所
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仮想発電所影響予測の検討

第１表に，仮想発電所の影響を予測するため

に使用したデータ等を示しました。

仮想発電所の影響域や影響の程度を算出し，

その結果を表示するための計算格子としては，20

ｍ×20ｍメッシュとし，その範囲は仮想発電所の

温排水拡散域を含む範囲（4.8km×5.0km）としま

した。メッシュの各セルにはセル番号を付け，仮

想発電所立地前後の底質，水深，底層水温など

の各データや計算結果を入力しました。次にSI

モデルを用いて，各データや計算結果を適性値

に変換し，セルごとにアラメHSIを計算しました。

第4図に仮想発電所立地前と立地後のアラメ

HSIの計算結果を示しました。

立地前では，湾を取り囲むように存在する浅い

岩礁域にアラメHSIの高い水域が見られました。

立地後においても湾を取り囲むようにアラメHSI

の高い水域が見られましたが，埋め立て域や温

排水によって水温が３℃以上昇温する水域の一

部では，立地前よりも，アラメHSIが低下しました。

しかしながら，これらの図では仮想発電所立

地前後の変化が明瞭でないため，次式により，仮

想発電所立地前後のアラメHSIの差分を求めまし

た。

仮想発電所立地前後のアラメHSI差分

＝立地後アラメHSI－立地前アラメHSI

第１表　予測のために使用したデータ等

第３図　アラメのSIモデル

（上から着生基質，月平均水温，水深）
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ここで，アラメHSIの値は０～１の範囲にあり，

立地前後の差分は－１～１の範囲の値となります。

立地前よりも立地後に生息場としての適性が低下

する場合，差分は負の値となり，立地後に上昇す

る場合は正の値を示します。したがって，適切な

藻場造成等を計画すれば，その水域は正の値を

示すことになります。

ここでは藻場造成等の代償措置は検討してい

ないため，仮想発電所立地前後のアラメHSI差分

は０または負の値となりました。

アラメHSIの差分に基づいて，ここではアラメに

対する影響の程度を次のように区分しました。

影響大：生息場適性が大きく低下

－1.0≦（立地後HSI－立地前HSI）＜－0.5  

影響小：生息場適性がやや低下　

－0.5≦（立地後HSI－立地前HSI）＜0    

影響なし：生息場適性に変化なし

（立地後HSI－立地前HSI）＝0   

なお，この区分についてはあくまでも便宜的な

ものであり，今後検討の余地があるものと思いま

す。

第５図（上）に仮想発電所立地前後のアラメHSI

差分を算出した結果を示しました。影響大と予

測される水域は埋め立て域と３℃以上昇温する

水域の一部であり，影響小と予測される水域は

２℃以上３℃未満の昇温を示す水域の沿岸部で

した。

ここで注意すべきことは，図５（上）に示した範

囲のすべてにアラメが分布しているわけではな

いことです。立地前にアラメが分布し，影響を受

ける水域を特定するためには，立地前後のHSI差

分に実際のアラメ分布を重ね合わせ，その共通

部分を抽出する必要があります。

立地前後のアラメHSI差分とアラメ分布調査で

得られたアラメの水平分布を重ね合わせて，共

通部分を抽出し，アラメ影響範囲を特定した結果

を第５図（下）に示しました。

これらの解析の結果，仮想発電所立地前のア

ラメ分布域（44ha）の中で，アラメの生息場適性が

大きく低下し，影響大と予測される水域は，埋め

第４図　仮想発電所立地前（上）と

立地後（下）のアラメHSI
青色：0.75≦HSI
緑色：0.50≦HSI＜0.75
黄色：0.25≦HSI＜0.50
白色：HSI＜0.25
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立て域と温排水により３℃以上昇温する水域であ

り，その面積は約5.3ha（内，埋め立てによるもの

が5.0ha）と計算されました。また，アラメの生息

場適性がやや低下し，影響小と予測される水域

は温排水により２℃以上３℃未満昇温する水域の

沿岸部分で，約0.9haと計算されました。

これらの結果は現地で取得した水温データか

ら，高温期の月平均水温が26℃であったため，ベ

ースの水温を26℃として計算したものですが，仮

に高温期の月平均水温を27℃と仮定して予測し

た場合には，影響大は6.2ha，影響小は4.8haにな

ります。このことは，予測の前提をどこに置くか

により，結果が異なることを示しています。実際

の環境影響評価においては，予測の前提条件を

明確に示す必要があると考えられます。

今後の課題

今回紹介した方法により，影響の程度，その面

積をある程度定量的に予測することが可能と考

えられます。また，藻場を構成する他の海藻につ

いても同様の手法が可能であり，それら複数の

海藻についての解析結果を重ね合わせることに

よって，藻場全体への影響も予測できると考えら

れます。しかしながら，藻場を構成する海藻の分

布は水深や底質，水温だけで決まるものではなく，

波浪や水質，他の生物によっても影響を受けると

考えられます。これらの要因についてもSIモデル

を作成し，より適切なHSIモデルを構築する必要

があります。

これらのことについては，すでに着手している

部分もあり，今後解析に使用する予定です。また

HSIモデルによる計算結果と実際の海藻分布や

藻場分布との間に，どの程度相関があるか検証

する必要もあります。これについても今後検討す

る予定です。

なお，ここで紹介しました成果は，経済産業省

原子力安全・保安院の委託を受けて実施した調

査によって得られたものです。

（実証試験場 応用生態グループ　三浦正治）

第５図　立地前後のアラメHSI差分（上）と

アラメ水平分布から特定された影響範囲（下）
赤色：生息場適性が大きく低下する水域

－1.0≦（立地後HSI－立地前HSI）＜－0.5

黄色：生息場適性がやや低下する水域
－0.5≦（立地後HSI－立地前HSI）＜0 

青色：生息場適性に変化のない水域
（立地後HSI－立地前HSI）＝0



,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

MERI NEWS 93
２００７年１月―7

はじめに

近年，日本海の沿岸域を中心に，大きな半球状の傘

を持つエチゼンクラゲが大量に来襲していることはみ

なさんもご存知のことと思います。このクラゲは漁業関

係者に多大な被害を与え，大型定置網では網入れを

やめ，操業そのものが中止に追い込まれた事例もある

ようです。更に，クラゲ類の沿岸域への来襲は発電所

の運転を妨げる大きな要因の一つともなっています。

このエチゼンクラゲとはいったいどんな生物なのでし

ょうか，最新の知見などを基に紹介します。

呼び名

エチゼンクラゲ Nemopilema nomurai（Kishinouye）

は，1920年，福井県の高浜町地先に敷設された大型

定置網で採集されたものを東京帝国大学農科大学の

岸上謙吉博士が新種のクラゲとして記載されました。

和名は，採集された越前地方（福井県の東部）にち

なむもので，種小名 nomurai は，当時，標本の送付

などに協力した福井県水産試験場の初代場長であっ

た野村貫一氏に捧げられたものだそうで，英名も

Nomura's  jellyfishとされています。

なお，本種の標準和名である｢エチゼンクラゲ」は，

2003年に福井市で開かれたフォーラムにおいて，この

呼び名は関係する地方の方々に迷惑がかかるというこ

とで，オオガタクラゲの呼称が提案されました。しかし

その後，多くの方々から，標準和名を用いるべきであ

るという声が大きくなり，現在ではエチゼンクラゲと呼

ばれることの方が多いようです。

発生海域

主な発生海域は，中国の長江河口域～朝鮮半島の

周辺と推測されています。しかし，そこでは浮遊生活

をする傘径20cm程度の個体は多く確認されているも

のの，その初期形態である着生生活をするポリプはま

だ確認されていません。最近では，毎年のように，成

熟した個体が多数来遊しているので，日本近海でも産

卵しているのではないか，という説もあります。今年，

若狭湾で傘径15cm程度の小型個体が確認されたこと

から，日本海沿岸にもポリプが生息し，幼クラゲが発生

している可能性に現実味が帯びてきました。

発生と移動

エチゼンクラゲは雌雄異体で，成熟すると，雄は精

子を，雌は卵を体外に放出し受精します。受精卵は孵

化後，繊毛を使って自力遊泳するプラヌラ幼生になり

ます。プラヌラ幼生は沿岸域の構造物等に付着してポ

リプに変態するものと考えられますが，エチゼンクラゲ

のポリプは自然海域ではいまだ確認されていません。

エチゼンクラゲ

大型定置網内のエチゼンクラゲ（提供丹生漁協殿）

エチゼンクラゲの生活史（提供　安田徹殿）
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このポリプは，触手を使ってプランクトンなどを食べ，

好条件が続けば無性生殖でどんどん増え続けます。

初夏になり水温が上昇すると，ポリプは餌を捕らな

くなり，仲間を増やすことを止めてしまいます。そして，

触手が退化し，体側にクビレができてストロビラへと

変態します。ストロビラの先端からは，つぎつぎとエフ

ィラ幼生が切り離されます。

本種は冷水温を好むので，初夏に水温が上昇すると，

ポリプがその海域を生活するのに適さなくなったと判

断して，子供達を旅立たせているようにもみえます。

なお，種によって適水温は異なり，同じ鉢クラゲ仲

間であるミズクラゲでは，この現象は水温が低下する

冬季に発生します。

切り離されたエフィラの一部は，対馬暖流に乗って

移動しながら，成長を続けます。巨大になった個体は，

8月下旬～10月中旬に，山口県～島根県沿岸に姿を見

せ，津軽海峡まで日本海を北上し，大来襲年では，津

軽海峡を通って太平洋側へも出現します。

大襲来のあった2005年は太平洋側から北上する群

も確認されています。

流れとの関係

エチゼンクラゲは，速い流れを好み，流れのない海

域ではあまりみられないようです。実際に，私が日本海

で潜水した時に遭遇した2個体も速い流れの中を楽し

むように悠 と々泳いでいました。

珍しかったので，私は急潮と戦いながらクラゲの体

を触ってみました。すると,煩わしく思ったのか，突然，

上流の方へすーと泳ぎ去っていきました。

クラゲと流れの関係はとても重要で，クラゲを室内

で飼育している時には，水槽内に小さな流れを作って

やらないと次第に弱ってくることが知られています。

これは，イソギンチャクなどの付着生物にもいえるこ

とですが，動きがゆっくりだったり，全く動けなかった

りするこれらの生物たちは，流れによって餌を運んで

もらい，自分が出した排泄物も運び去ってもらっていま

す。水族館では，クラゲを元気に飼育するために，微

妙な流れを独自の工夫で作っているようです。

遊泳層

エチゼンクラゲには明暗を感じる器官があり，昼は

10ｍ以浅，夜は50～60ｍ層に多く集まる日周鉛直運

動をしていることがわかってきました。しかし，夜で

も上層に餌が多い時は，そこへ移動することもあるよ

うです。

お供をする生物

エチゼンクラゲのそばには，ユウレイクラゲという

お供が必ずいるそうです。このクラゲは，何とエチゼ

ンクラゲを食料として利用しているということです。ま

た，エチゼンクラゲの傘の下にはイシダイ，カワハギ

などの稚魚が，流れ藻に付くように，付いていること

があります。

おわりに

エチゼンクラゲは，少数でいる分にはそんなに嫌わ

れるものではない気がします。ただ，その触手には刺

胞細胞がびっしりとあるので，迂闊に触ることはできま

せん。また，大量に来襲すると大型定置網や底曳網漁

に被害をもたらす厄介者となります。本種はその生態

にいまだなぞの多い興味深い生物です。

（中央研究所 海洋環境グループ　青山善一）

悠々と泳ぐエチゼンクラゲ

（提供新江ノ島水族館　足立文殿）
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新設備のご紹介

中央研究所第2実験棟竣工

昨年の11月に新たな中央研究所第２実験棟が完成し

ました。この建設にあたって，ご支援を賜った電気事業連

合会，（財）電力中央研究所，（社）日本原子力産業協会

はじめ関係各位に心からお礼を申し上げます。

旧第２実験棟は，中央研究所の中心的な実験棟とし

て昭和57年に建設され，通産省（当時）委託事業の魚

類温度反応試験をはじめ多くの試験研究の場として活

用されてきましたが，建設からの経年による老朽化の

進行と，平成14年10月房総半島を直撃した台風21号

による屋根，壁等の大被災もあって，この度，新実験棟

に建て替える運びとなりました。

中央研究所のある地域は，自然公園法により南房総

国定公園に指定されており，建物についても種々の規

制がありますが，今回の建物は，旧第２実験棟の建物

と規模や位置をほぼ同じようにすることで比較的短期

間に許可を受けることができました。

新実験棟は，面積200㎡の塩害に強いALCパネルを

使用した重量鉄骨作りで，その中には，海水を掛け流

しできる飼育実験室，魚類の行動記録や飼育水質の分

析などを行う分析室，魚類の計測や分析試料の前処

理を行う準備室の３室があります。

新実験棟は，当面，藻場減少の一因と考えられてい

る海藻類を食べる魚，アイゴの摂餌選択に関する実験

や，魚類の温度や酸素に対する忌避選択など沿岸性

動物の行動に関する実験に活用する予定です。また，

今後は，社会の諸要請に一層的確に応えられるよう，

新第２実験棟と，実験用魚介類の生産・育成を行う第

１実験棟，温度やCO2などへの耐性解明などの生理学

的実験を行う第３実験棟とを有機的に組み合わせ，所

外の専門家の方 と々も協力体制を組み，効果的な実験

調査を実施したいと考えています。

（中央研究所　総務グループ　岡田洋）

実証試験場第１温海水ポンプ室設備の更新

実証試験場では，隣接する東京電力㈱柏崎刈羽原

子力発電所から供給される自然海水および温排水を

利用して海生生物に関する試験研究を実施しておりま

す。その海水供給のため，発電所構内に自然海水取水

用の「自然海水ポンプ室」と温排水取水用の「第１及び

第２温海水ポンプ室」の３つのポンプ室を設置して，運

転を行っています。このうち第１温海水ポンプ室設備

は，設置後21年が経過し老朽化が進んでいることに加

え，平成16年10月に発生した中越地震で一部被害を受

けました。このたび関係各位のご支援をいただき，平

成18年７月25日から11月24日にかけて第１温海水ポン

プ室の大型ポンプ２台の更新と，それに伴う配管，弁

及び電気設備（制御盤等）の更新を実施しました。こ

れにより，今後の試験研究を確実かつ円滑に実施でき

る様になりました。

（実証試験場 総務グループ　坂上　均）
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実証試験場の研究所特別公開

平成18年10月29日（日）に，実証試験場では，初めて
の一般公開を実施しました。当日は晴天にも恵まれ，
会場とした実証試験場内の屋外イベントコーナーや温
排水資料展示館内に設けた室内イベントコーナーに，
柏崎市や刈羽村，近所の荒浜地区等から，350人を越
える皆様が来場されました。
当日は，「飲み物・ポップコーン，浜汁（荒浜漁業振興

組合さんのご協力で提供），シロギス釣り水槽，魚（シ
ロギス）の解剖，海の生き物ふれあい水槽，温排水展
示水槽（温排水と自然海水を流しています），飼育棟・
試験棟見学ツアー，アオギス水槽展示，研究成果パネ
ル，水質紹介，小さな生き物顕微鏡観察，プランクトン
採集・観察ツアー，研究所紹介映像の上映，海藻おし
ば」とたくさんのイベントのコーナーを用意いたしました。
来場された皆様は，各々のコーナーで楽しまれておら

れましたが，多くの方々から，研究所の中でどんなことを
研究しているのか分からなかったが，今回の公開で理解
できたというお言葉を頂きました。やってよかったとの感
を深めております。最後になりますが，今回来場された
皆様はもちろんのこと，今回の研究所公開の実施に向け
てご協力いただいた関係各位に深く感謝いたします。

（実証試験場　太田雅隆）

新潟県水産海洋研究所との
技術情報交換会議

平成18年11月17日，実証試験場において，新潟県水産
海洋研究所との技術情報交換会議を開催いたしました。
この会議は双方の職員の交流を図ることを目的とし

て，実証試験場と水産海洋研究所の間で１年毎にお互
いを訪問し，実施されているものです。今年は実証試
験場での開催となり，水産海洋研究所から６名が参加
されました。両研究所の研究概要と実証試験場の研

浜汁（荒浜漁業振興組合さんご提供）

水質紹介とアオギス展示

海藻おしば

シロギス釣り水槽
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究３課題が紹介されました。また，水産海洋研究所の
方々より，バイの種苗生産や佐渡における藻場の現状
などの貴重な情報を得ることができました。

（実証試験場　応用生態グループ　道津光生）

韓国電気事業関係者の海生研訪問

2006年９月に韓国水力原子力株式会社（KHNP）本社
環境チ－ム金課長はじめ霊光･月城･蔚珍の３原子力発
電所の防災環境担当課長が韓国海洋研究院（KORDI）
の朴責任研究員とともに中央研究所と実証試験場を，また，
11月には韓国電力研究所（KEPRI）環境構造研究所Eum

所長とChoi主席研究員が中央研究所を訪問されました。
KHNPは韓国の全原子力発電所（４箇所）と水力発電

所を保有する韓国最大の電力会社です。また，KEPRIは
韓国電気事業の中央研究機関で，環境構造研究所をは
じめ発電，原子力など６つの研究所から構成されています。

KHNPの関心は日本の発電所における温排水管理状
況や韓国における温排水研究所設置構想のための情
報収集に，また，KEPRIの目的は日本における温排水
漁業影響関連研究に関する情報収集にありました。来
訪者の皆さんは海生研職員と意見交換するとともに実
験施設を熱心に見学されました。
韓国電気事業関係者の海生研訪問は，１月に事務局

と実証試験場を訪問したKORDIの金 海洋牧場センタ
ー長も含め，この１年間で計３回となり，韓国における
温排水影響問題に対する関心の高さがうかがえまし
た。日韓の海生生物相は極めて類似しており，今後も，
海生生物や環境影響に関する情報交換を続けたいと
考えます。

（中央研究所　清野通康）

5年後10年後の姿を思い描く

平成18年11月22日，千葉県立勝浦若潮高等学校総
合学科１年の生徒135名を対象に，社会人講話を行い

ました。
この講話は「産業と教育」の授業の一環で行われる
もので，２学年への進級時に，福祉・食品・海洋科学何
れかのコースを選択することになる生徒達に，各分野の
職場で働く人の声を参考にしてもらう趣旨との事です。

「幼い頃から可愛がってくれる漁師さんに感謝し，お礼
をしたい。海（自然）に関する仕事で恩返ししたい。」そん
な思いから千葉県立安房水産高校へ進学し，さらに視野
を広げるため単身故郷を離れ，愛媛県立宇和島水産高
等学校専攻科へ進学したこと。就職活動では採用件数
が少なく，有っても男性のみであったり，多くの企業で断ら
れ苦労したこと。卒業後４年間は安定した仕事に就く事
が出来ず，目標が叶うか不安な時期があった事。そんな
時，お世話になった漁師さんや先生方の存在に支えられ，
励まされたことなどを振り返り，現在では海生研の技術職
員として待望の仕事に従事していることなどを話しました。
「一期一会を大切にし，５年後10年後の姿を思い描きな
がら毎日を過ごすと目標は叶う」という思いを伝えました。
生徒達から頂いた感想からは，「すでにはっきりとした

目標を持っている」「３年間かけて何かを見つけたい」
「この講話がきっかけになって目標が変わった」など
様々な思いが伺えました。卒業後なかなか就きたい仕
事に就けなかった私の体験は，彼らの方向性について
改めて考えるきっかけとなったようです。これから自分
の方向性を決める生徒達に，仕事への思いを伝える事
の難しさを痛感したと同時に，良い経験になりました。

（中央研究所 海洋生物グループ　吉野幸恵）

人事異動

[事務局]

◎平成18年11月28日付
・藤井　睦博　退職（局長代理）
◎平成18年11月29日付
・中村　能久　局長代理
◎平成18年11月30日付
・御園生　淳　出向期間満了（出向元：財団法人電力

中央研究所）

実験結果の説明風景，左より，中央研島主査研究員，Eumさん，Choiさん
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海生研ニュースに関するお問い合わせは、
（財）海洋生物環境研究所 事務局までお願いします。
電話（03）5210－5961

◎平成18年12月１日付
・御園生　淳　研究調査グループ（研究参与採用）
・高久　　浩　研究企画グループ

職員の永年勤続表彰

去る11月28日（火）に下記職員の永年勤続表彰式が
行われました。
◎勤続１５年表彰者（１名） （事務局）柴崎道廣

研究成果発表

口頭発表
◆日本サンゴ礁学会第９回大会（平成18年11月，斉藤
報恩会自然史博物館，仙台市）
・山木克則（鹿島技術研究所），岩尾研二（阿嘉島臨海
研究所），大葉英雄（東京海洋大学），馬場将輔．
人工基盤上でのサンゴ着生に影響を及ぼす生物群．

◆2006年度日本海洋学会秋季大会 シンポジウムＢ「二
酸化炭素海洋隔離：適切な環境影響評価のあり方に
ついて」，名古屋大学（平成18年9月25日）．
・喜田潤，渡辺雄二（環総テクノス），白山義久（京大），
吉川貴志，林正裕・石松惇（長大）．
生物個体への影響は？（急性影響について）．
・渡辺雄二，石田洋（環総テクノス），喜田潤，三戸彩
絵子（RITE），白山義久（京大）．
個体群・生態系への影響は？．

◆TECHNO-OCEAN2006/19th JASNAOE Ocean

Engineering Symposium. Special Session(6)

IMPACT1:Ecological Footprint and Risk

Assessment,  Kobe International Exhibition Hall

（October 20th, 2006）.

・Jun Kita.

Biologitcal Impact Assessment of CO2 Ocean

Sequestration.

◆2006年電気化学秋季大会（平成18年9月，同志社大
学工学部）
・青山善一･原猛也･安達大･山田裕，塩田浩太（姫路
エコテック）．
付着生物のフンから推定されるその生息状況．

・安達大･青山善一･原猛也･山田裕，塩田浩太（姫路
エコテック）．
付着生物のフンとプランクトンとの関係．
論文発表等
◆Fujinaga, K. (道都大学), Ilano, A. S. (Univ．San

Carlos), Nomura, H., Miranda, R. T. (北大院), and

Nakao, S. (北大院) (2006).

Present state of imposex in neptune whelk

Neptunea arthritica inhabiting shallow waters

around Hokkaido, Japan. 

Fisheries Science, 72, 995-1003.

◆Omiya, T., Sato, T. (Univ. Tokyo) and Kita, J.

(2006).

Ecological risk assessment of CO2 ocean

sequestration using the conceptof habitat

evaluation procedure (HEP).

Proceedings of Techno-Ocean 2006 / 19th

JASNAOE Ocean Engineering Symposium, Kobe,

JAPAN, October 18 - 20, 2006. Paper No. 140.

◆喜田潤（2006）．
大気中CO2の増加による海洋酸性化とCO2海洋隔離
の意義．
日本船舶海洋工学会講演会論文集 第3号，2006A-

S3-1，35-36．
◆Ishimatsu, A., Hayashi, M. (長大), Kikkawa, T. and

Kita, J. (2006).

Physiological approach to assess impacts of CO2

ocean sequestration on marine animals.

日本船舶海洋工学会講演会論文集 第3号，2006A-

S3-2，37-38．
◆渡辺雄二，豊田幸詞（環総テクノス），喜田潤（2006）．

CO2の動物プランクトンへの影響と予測無影響濃度．
日本船舶海洋工学会講演会論文集 第3号，2006A-

S3-3，39-40．

行事抄録

（ ）表示のないものは東京で開催

10/5，6 定着性生物温排水影響調査第１回検討委員会（敦賀）

10/6 特定内分泌攪乱物質漁場実態把握等調査第１回検討委員会

10/13 大型魚類温排水影響基礎調査第１回検討委員会

10/23 海産生物再生産影響評価技術高度化事業第１回検討委員会

10/27 発電所生態系予測手法検討調査第１回検討委員会

10/29 実証試験場特別公開

11/１ 温排水生物群集影響調査第１回検討委員会

11/６，7 公認会計士中間監査（柏崎）

11/８ 公認会計士中間監査

11/８ 発電所海域ビオトープネットワーク確立調査第１回検討委員会

11/17 新潟県水産海洋研－海生研･研究技術情報交換会（柏崎）

12/７，８ 電力－海生研・情報交換会（御宿）

12/19 運営委員会
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